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研究成果の概要（和文）：本研究では, インターネット上のオープン教育資源(Open Educational Resources, 
OER)を活用したジグソー法反転授業支援(Flipped Jigsaw: Flip-J)システムを開発し評価を行った. 本システム
により類似するOER を検索結果で表示し, 各OER に担当する学習者をシステム上で割振可能となり, ジグソーお
よびエキスパートグループ形成の負担が軽減される. また事前学習を協調的に行い, 学習状況や内省をメンバー
で共有することで, 事前学習の時間の確保と内容理解が促進され, 効果的な外国語学習のためのジグソー法反転
学習の支援が可能となることが示唆された. 

研究成果の概要（英文）：In this study, Flipped-Jigsaw support system (Flip-J) with Open Educational 
Resources (OER) was developed. Its evaluation shows that the system may support flipped jigsaw 
learning for effective foreign language education, since it helps teachers prepare and organize 
similar OER materials, make groups based on students’ learning progress for both expert groups and 
jigsaw groups. The system also encourages students to learn materials before the class 
collaboratively to improve their understanding of the target concepts and to share their learning 
with other group members to promote the reflection of their learning.  

研究分野：英語教育
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１．研究開始当初の背景	
	 外国語教育において外国語に日常的に触
れる機会が少ない我が国では,	情報通信技
術(ICT)を用いて授業外に外国語に触れる機
会増やすことを試みてきたかが,	ICT だけ用
意しても授業外に外国語学習を促進させる
ことは困難(酒井,	2008)という指摘もある.		
	 そのため近年,	授業外学習を実質的なも
のとするために反転学習の導入が注目され
ている(Martin,	2012	など).反転学習とは従
来,授業内で教えていた基礎的な内容を事前
授業段階にインターネット上のオープン教
材資源(Open	Educational	Recourses:	OER)
等を使って,学習者自身に学習を行わせ,こ
れまで宿題となっていた応用的な問題の解
答を授業内で行うことで,	学習内容の定着
を深化させることを目的とした授業デザイ
ンである.高等教育でもその効果は検証され
(重田ら,	2013),	学習時間や内容の保証とい
う点で反転授業は効果的な外国語学習環境
のデザインに有効な方法の 1 つと考えられ
る.		
	 しかし,	外国語学習を反転授業で行うた
めには,	いくつかの問題がある.	1 つは学生
がきちんと事前学習を行うかという点であ
る.対面授業の有効性は,	事前学習の状況に
強く依存する.これは学習意識の喚起の問題
であり,	学習者自身が自分の学習について
「自分の学習である」こと，つまり	Learning	
Ownership(Bonk,2006,Hirumi,2011 など)を
醸成させることやそれに関連する自己調整	
学習(Zimmerman,	2008	など)の支援が求めら
れるが,現状の反転授業デザインにおいて,	
経 験的に教員が取り組んでいるもの
(Bergmann	&	Sams,	2012)の,	理論的に検討
し,	デザインされている状況とは言えない.	
2 つ目の問題は,	1 点目に強く関係するが,	
知識定着の保証がされていない点である.	
初等・中等教育でも高等教育であっても,	事
前学習において基礎的な知識が定着してい
ることが反転授業を行う大前提となる.事前
の知識定着を保証する方法としてはテスト
を行うことが可能である(Milman,	2012).し
かし,高等教育で議論などを対面授業で行う
反転授業は知識定着だけではなく,	知識活
用まで含めて授業設計する必要がある.	3	点
目は教員側の課題として,事前学習における	
OER	の選定が困難という点である.	あるテ
ーマについて対面授業で議論を行う場合で
も,	対面授業で扱う内容に適合する OER を選
定する必要があるが,OER を探し出す手間が
大きく,	十分に	効果的な反転授業のデザイ
ンをすることが困難な状況と言える.		
	
２．研究の目的	
	 研究開始当初の背景で明らかにした問題
を踏まえ,	本研究では Learning	Ownership
と自己調整学習を発展させた社会共有調整
学習(Social	Shared	Regulated	Learning)に
基づき,	外国語学習向けジグソー法反転授

業支援システムを構築し,	評価することを
目的とした.	本研究の独創的かつ価値のあ
る点は以下の通りである.		
(1)	OER	を活用したジグソー型反転学習デザ
インを行う点		
(2)事前学習段階において自己調整学習理論
を発展させた社会共有調整学習と	Learning		
Owner	ship	に基づく,	外国語の反転授業の
ための協調学習支援システムを検討する点		
(3)	ジグソー型の反転学習を支援するため
に教員の OER	の選定を可視化機能で支援す
る点			
	
３．研究の方法	
	 本研究では大きく分けて 3つの段階で研究
を遂行した.	システムのデザイン段階,	開
発段階,	評価段階であった.	2014年度はシス
テムのデザインを行った.	先行研究レビュ
ー,	ジグソー法反転授業の実践から,	ジグ
ソー法反転授業支援システムに求められる
機能項目を抽出し,	システムデザインを行
った.2015年度では2014年度の研究成果に基
づいて,	システム開発と形成的評価を行っ
た.2016 年度は実際の授業で実践し,	長期的
な実践評価を行った.	研究成果は随時,	国
内外の学会と論文誌で発表し,システムは全
国の教員が使用できるよう,	オープン化を
進めた.	
	 具体的には以下の手順で行った.		
(1)	先行研究のレビュー：本研究では様々な
教育関係の研究分野を統合した研究となる
ため,	学際的に先行レビューを行った.	
Learning	Ownership,社会共有調整学習を扱
う教育心理学分野の他,	大規模オンライン
公開授業 (Massive	 Online	 Open	 Courses:	
MOOC)に関する論文誌の Special	issue の論
文レビューを行った.レビューの結果,	開発
すべき機能項目とそのデザインを抽出した.		
(2)	ジグソー法反転授業のデザインと実
践：(1)で行った先行研究レビューに基づい
て,	実際にジグソー法反転授業をデザイン
し,	実施した.	効果的なジグソー法反転授
業を模索するため,	従来理論的に言及され
ている事項が実践に適合するか評価し必要
な修正を検討するために行った.	本実践に
よって先行研究レビューでは導けなかった
システム開発項目を抽出した. 	
(3)	システムデザイン：(1)と(2)の結果に基
づき,	ジグソー法反転授業支援システムの
デザインを行った.		
(4)	システム開発：平成 26 年度の研究成果
を基に,	システムの開発を行った.	まずは
主に 2つの機能,	教員支援機能と事前学習支
援機能の開発を行った.	教員支援機能は,	
OER	の検索と選定,	担当する学習者の割り	
振り,	対面授業のグループ作成を支援する
ことを目的とした.		
(5)	プロトタイプの形成的評価：(4)にて開
発したシステムについて,	改善点や必要と
される機能について示唆を得るため,	形成



的評価を行った.	最初に研究チームならビ
に外国語教育専門家と議論を行い,	質問紙
による形成的評価を行った.	インタビュー
や自由記述,	システムのログの分析も含め,	
より具体的なシステムの有効性と問題点の
検証した.	能力の変化についても学習前後	
でテストを行い,	分析を行った.	結果を受
け,システムの改修を行った. 	
(6)	システムの実験的評価：プロトタイプで
修正されたシステムを実験室的に評価した.	
心理的変数,	発言内容,	外国語能力に関す
る評価項目についてシステムの使用前後の
差について比較を行った.	その結果を踏ま
え,	機能の効果検証とシステムの有用性の
評価を行った.			
(7)	実践的評価：(6)の実験的評価,システム
の修正を経て,最終プロセスであるシステム
の実践評価を行った.実際に外国語教育の授
業を担当されている教員にご協力を依頼し,	
授業で利用してもらい,ジグソー法反転授業
支援システムの評価を行った.	 	
(8)	オープン化の取り組み：本システムは外
国語教育研究者だけではなく,	実際の教育
の現場に立たれている教員にも開放するた
め,	実践的評価終了後,	商用目的利用以外
に限り,	本システムの利用を開放するため
の準備を進めている.		
	
４．研究成果	
本研究の成果は,	５．主な発表論文等で示

すとおり,	研究遂行段階における発表を含
め,	雑誌論文 6件,	学会発表 3件,	図書 2件
を中心に行った.	具体的に年度ごとの成果
を以下に整理する.		
	 2014 年度は,	ジグソー法反転授業支援シ
ステムのデザインを行うことを目的とし,	
システムデザインのために,	研究プロジェ
クト第 1 期(2011 年～2013 年)における協調
学習の活性化に関する調査を更に進め,	反
転授業や協調学習に関連する先行研究を調
査し,	ジグソー法反転授業のパイロット調
査を行った.（５．主な発表論文等[雑誌論文
⑤⑥][学会発表③]）	
	 2015 年度の目標は,	研究プロジェクト第 1
期と 2014 年の基礎調査及び平成 27 年のパイ
ロット調査をふまえ詳細設計したシステム
の開発を行い,	形成的評価を行うことであ
った.	形成的評価の結果,	期待される成果
として挙げられた,	システムによりエキス
パートグループおよびジグソーグループ形
成の負荷軽減,	外国語学習のために必要な
学生間のインタラクションの質を向上させ
る可能性が示唆された.（５．主な発表論文
等[雑誌論文③④]）	
	 2016 年度の目標は,2015 年に開発したシス
テムの実践的評価及び成果のオープン化に
取り組むことであった.	実践的評価では,	
実際に外国語教育の授業においてジグソー
法反転授業支援システムの評価を行った.本
評価では実験的評価で用いた項目に加え,	

協調学習の効果について量と質の両面から
評価を行った.	検証の結果,	形成的評価の
結果と同様に,	システムによりシステムに
よりエキスパートグループおよびジグソー
グループ形成の負荷軽減,	外国語学習のた
めに必要な学生間のインタラクションの質
を向上させる可能性が示唆されただけでな
く,	学習者の英語学習不安が減少し学習へ
の意欲が上がることが示された.（５．主な
発表論文等[雑誌論文①②]	[学会発表①]）	
	 また,	本研究の知見の普及（５．主な発表
論文等[図書①②]	[学会発表②]）に務め,	シ
ステムのオープン化の取り組みでは,	外国
語教育研究者だけではなく,	情報の教員に
も活用してもらった.	システムは Moodle の
モジュールとして開発したため,	広く活用
してもらえるように一般公開の準備を進め
ている.	
	 本研究の意義として,	開発したジグソー
法反転学習支援システムを開発・運用するこ
とで,	効果的な反転授業支援が可能となる
ことが挙げられる.	具体的には,	類似する	
OER	を検索結果で表示し,	各	OER	に担当す
る学習者をシ	ステム上で割振可能となり,	
Expert	Group	の形成に負担が軽減される.	
また事前学習では,	協調的に行い,	学習管
理状況,	内省をメンバーで共有することで,	
事前学習の時間の確保と内容理解が促進さ
れ,	効果的な外国語学習のためのジグソー
法反転学習の支援が可能となる.反転学習の
有効性は理論的に検討が進められている状
況であるが,	実践的な課題もある.本研究に
より,	反転授業に関する研究と実践が広が
り,	多くの教育機関で効果的な反転授業が
可能となると考える.		
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